
資料１

第５次刈谷市地域福祉計画（案）

パブリックコメントの結果について

１ 実施状況

（１） 募集期間 令和６年１２月２日（月）～令和７年１月６日（月）【３６日間】

（２） 意見の件数 ３件（２人）

（３） 提出方法の内訳 ＦＡＸ：１件（１人）、メール：２件（１人）

２ 内容別意見の件数

第１章 計画の策定にあたって ０ 件

第２章 刈谷市の状況 ０ 件

第３章 計画の基本的な考え方 ０ 件

第４章 施策の展開 ２ 件

第５章 成年後見制度利用促進計画 ０ 件

第６章 再犯防止推進計画 １ 件

第７章 計画の推進・進捗管理 ０ 件

３ 意見の概要と市の考え方

№ ページ 意見の概要

1 43,54

市の考え方

　市民意識調査や住民参加型会議では、近隣関
係が希薄化していることを不安視する意見が多
く寄せられました。本市といたしましても、近
隣関係の希薄化が「自治会加入者の減少」の一
因になっていると認識しており、本計画におい
て「地域住民のつながりづくり、地域の絆の再
生」を課題に挙げています。それに対する施策
として基本目標の一つに「地域福祉活動の推
進」を掲げており、地域福祉活動の支援、見守
り活動の推進、集いの場の充実などを通じて、
地域のつながりづくりや絆の再生を進められる
よう、地域コミュニティの活性化を図ってまい
ります。
　また、本計画の地域福祉活動の支援の取組と
して、地域住民の活発な交流を図るため、新た
な事業の開催や既存の事業の拡充に対し補助す
る「笑顔あふれる地域づくり補助金の交付」
と、自治会役員の負担軽減を図るため、業務の
デジタル化・効率化に対し補助する「自治会業
務効率化支援事業補助金の交付」を記載してお
ります。これらの取組の実施により、自治会活
動が活性化され、自治会の魅力向上につなげて
いきたいと考えております。

「自治会加入者の減少」「自
治会の解散」等が言われてい
るが、それについての言及が
ない。
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№ ページ 意見の概要 市の考え方

2 66

3 76～

　保護司会及び更生保護女性会は、計画書の78
ページで紹介しておりますとおり、犯罪や非行
をした人の立ち直りの支援、地域社会の犯罪・
非行の未然防止のための啓発活動などを行う民
間のボランティア団体であり、本市ホームペー
ジにおいて周知を図っております。
　団体の活動としては、更生保護の理解を深
め、犯罪や非行のない安全安心な地域社会を築
くため、「社会を明るくする運動」や防犯パト
ロールなどを行っています。
　今後も保護司会及び更生保護女性会の取組に
ついて情報発信の継続・拡充を目指してまいり
ます。

　「かりまる」の運賃案については、有識者や
市民代表等で構成する都市交通協議会に意見を
聞いており、運転手の労働環境改善に係る経費
や燃料費といった物価高騰を踏まえ、検討を進
めてはどうかとの意見をいただいております。
　また、高齢者、障害者などの交通弱者に対す
る運賃割引制度についても併せて検討するよう
に意見をいただいております。

「かりまる」の充実に関連
し、先日の新聞に掲載されて
いた有料化検討について、200
円は高いと思われるため100円
（ワンコイン）がよいのでは
ないか。

保護司会や更生保護女性会の
活動について、市民に向けて
紹介してほしい。


